
（ 7 ）

日
本
地
質
学
会
第
12
8
年
学
術
大
会
（
20
21
名
古
屋
大
会
）
講
演
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
口
頭
）

※
講
演
番
号
は
，
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
S）
，
ト
ピ
ッ
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
T
），
レ
ギ
ュ
ラ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
R）
の
そ
れ
ぞ
れ
に
，
ポ
ス
タ
ー
（
P）
/
口
頭
（
O
）
の
記
号
と
各
セ
ッ
シ
ョ
ン
内
で
の
通
し
番
号
を
付
与
し
て
い
ま
す
．

※
太
字
氏
名
：
代
表
発
表
者
，（
招
待
）：
招
待
講
演
，（
エ
ン
ト
リ
ー
）：
優
秀
ポ
ス
タ
ー
賞
エ
ン
ト
リ
ー
講
演

■ 会
場

8：
00

第
2

会
場

（
C

h.
2）

R
9．

堆
積

座
長

：
松

本
　

弾

08
:00

 
R

9-
O

-1
北

西
太

平
洋

で
採

取
さ

れ
た

深
海

底
堆

積
物

の
古

地
磁

気
学

・
堆

積
学

的
研

究
と

そ
の

意
義

に
つ

い
て

．
*鈴

川
真

季
・

川
村

喜
一

郎
・

中
村

恭
之

・
藤

江
　

剛
08

:15
 

R
9-

O
-2

（
招

待
講

演
）

メ
コ

ン
デ

ル
タ

海
岸

の
堆

積
・

侵
食

作
用

へ
の

人
間

活
動

の
影

響
．

*田
村

　
亨

R
11

．
石

油
・

石
炭

地
質

学
と

有
機

地
球

化
学

座
長

：
山

口
悠

哉
・

三
瓶

良
和

09
:00

 
R

11
-O

-1
北

海
道

南
部

沖
日

高
ト

ラ
フ

の
第

四
系

最
上

部
に

認
め

ら
れ

る
静

内
海

底
地

す
べ

り
堆

積
体

の
形

状
お

よ
び

内
部

構
造

の
特

徴
．

*荒
戸

裕
之

・
山

本
由

弦
・

山
田

泰
広

・
千

代
延

　
俊

・
白

石
和

也
09

:15
 

R
11

-O
-2

（
招

待
講

演
）

安
定

同
位

体
お

よ
び

ク
ラ

ン
プ

ト
同

位
体

を
用

い
た

天
然

ガ
ス

評
価

法
の

最
近

の
進

展
．

*早
稲

田
　

周
09

:45
 

R
11

-O
-3

東
京

都
大

田
区

お
よ

び
神

奈
川

県
横

浜
市

に
掘

削
さ

れ
た

温
泉

井
の

最
上

部
新

生
界

石
灰

質
ナ

ン
ノ

化
石

層
序

．
*千

代
延

　
俊

・
佐

久
山

直
起

R
10

．
炭

酸
塩

岩
の

起
源

と
地

球
環

境
座

長
：

白
石

史
人

・
足

立
奈

津
子

10
:15

 
R

10
-O

-1
（

招
待

講
演

）
初

期
太

古
代

の
炭

酸
塩

岩
：

そ
の

起
源

と
炭

酸
塩

岩
か

ら
読

む
地

球
環

境
．

*小
宮

　
剛

10
:45

 
R

10
-O

-2
北

中
国

の
後

期
カ

ン
ブ

リ
ア

紀
芙

蓉
世

に
見

ら
れ

る
微

生
物

岩
の

時
代

特
異

性
カ

ン
ブ

リ
ア

紀
か

ら
オ

ル
ド

ビ
ス

紀
生

物
相

へ
の

変
遷

を
知

る
た

め
の

鍵
．

*江
﨑

洋
一

・
足

立
奈

津
子

・
劉

　
建

波
11

:00
 

R
10

-O
-3

南
大

東
島

大
東

層
ド

ロ
マ

イ
ト

の
異

な
る

続
成

史
に

伴
う

岩
石

組
織

の
相

違
．

*松
田

博
貴

・
大

塚
陸

也
11

:15
 

R
10

-O
-4

石
筍

酸
素

同
位

体
の

解
釈

：
日

本
の

ケ
ー

ス
．

*狩
野

彰
宏

11
:30

　
 

R
10

-O
-5

ト
ラ

バ
ー

チ
ン

形
成

を
制

御
す

る
非

生
物

的
・

生
物

的
過

程
：

日
本

の
8

つ
の

温
泉

か
ら

の
洞

察
．

*白
石

史
人

・
半

澤
勇

作
・

中
村

有
希

・
江

野
友

樹
・

森
川

朝
世

・
de

M
at

to
s 

Ra
fa

el
・

朝
田

二
郎

・
Cu

ry
 L

eo
na

rd
o・

Ba
hn

iu
k 

A
ne

liz
e

第
1

会
場

（
C

h.
1）

T1
.広

域
観

測
・

微
視

的
実

験
連

携
に

よ
る

沈
み

込
み

帯
地

震
研

究
の

新
展

開
座

長
：

木
下

正
高

08
:00

 
T1

-O
-1

日
向

灘
沖

で
の

九
州

パ
ラ

オ
海

嶺
沈

み
込

み
が

熱
構

造
に

及
ぼ

す
影

響
．

 
*木

下
正

高
・

仲
田

理
映

・
橋

本
善

孝
・

濱
田

洋
平

・
IO

D
P日

向
灘

掘
削

提
案

者
一

同
08

:15
　

 
T1

-O
-2

高
知

県
四

万
十

帯
興

津
メ

ラ
ン

ジ
ュ

で
発

見
さ

れ
た

沈
み

込
み

プ
レ

ー
ト

境
界

断
層

．
*向

江
知

也
・

坂
口

有
人

08
:30

 
T1

-O
-3

東
北

沖
地

震
の

稠
密

余
効

変
動

観
測

と
岩

石
の

非
線

形
レ

オ
ロ

ジ
ー

か
ら

知
る

東
北

日
本

の
3次

元
レ

オ
ロ

ジ
ー

不
均

質
．

*武
藤

　
潤

・
D

ha
rS

am
bu

dd
ha

・
M

oo
re

Ja
m

es
・

太
田

雄
策

・
飯

沼
卓

史
・

三
浦

　
哲 08

:45
 

T1
-O

-4
D

ep
th

-d
ep

en
de

nt
 s

ta
tic

 f
ric

tio
na

l p
ro

pe
rt

ie
s 

of
 m

ud
 g

ou
ge

 in
 

th
e 

N
an

ka
i T

ro
ug

h 
ac

cr
et

io
na

ry
 p

ris
m

．
*金

川
久

一
・

小
川

拓
馬

・
奧

野
雄

介
・

藤
森

純
矢

・
澤

井
み

ち
代

T3
.ス

ロ
ー

地
震

に
関

す
る

地
質

学
的

・
実

験
的

・
地

震
学

的
研

究
の

連
携

と
進

展
座

長
：

氏
家

恒
太

郎
・

平
内

健
一

09
:15

　
 

T3
-O

-1
（

招
待

講
演

）
ス

ロ
ー

地
震

の
活

動
様

式
と

そ
の

地
質

学
的

背
景

．
*小

原
一

成
09

:45
 

　
T3

-O
-2

南
海

ト
ラ

フ
・

プ
レ

ー
ト

境
界

先
端

に
拡

が
る

パ
ッ

チ
状

の
高

間
隙

水
圧

帯
：

室
戸

沖
ス

ロ
ー

地
震

の
発

生
源

？
 *

廣
瀬

丈
洋

・
濱

田
洋

平
・

谷
川

　
亘

・
神

谷
奈

々
・

山
本

由
弦

・
辻

　
健

・
木

下
正

高
10

:00
 

　
T3

-O
-3

紀
伊

半
島

沖
南

海
ト

ラ
フ

浅
部

デ
コ

ル
マ

地
形

に
応

じ
た

応
力

・
物

性
分

布
と

浅
部

超
低

周
波

地
震

と
の

空
間

的
関

係
．

*橋
本

善
孝

・
佐

藤
茂

行
・

口
元

晴
貴

・
木

村
　

学
・

木
下

正
高

・
宮

川
歩

夢
・

ム
ー

ア
　

グ
レ

ゴ
リ

ー
・

中
野

　
優

・
白

石
和

也
・

山
田

泰
広

10
:15

 
　

T3
-O

-4
南

海
ト

ラ
フ

掘
削

試
料

の
摩

擦
特

性
プ

ロ
フ

ァ
イ

ル
か

ら
推

察
す

る
浅

部
ス

ロ
ー

地
震

の
発

生
プ

ロ
セ

ス
．

*片
山

郁
夫

・
藤

岡
里

帆
・

北
村

真
奈

美
・

奥
田

花
也

・
廣

瀬
丈

洋
10

:30
（

休
憩

）
10

:45
　

 
T3

-O
-5

石
英

物
質

中
の

断
層

の
弱

化
挙

動
．

*堤
　

昭
人

・
尾

上
裕

子
・

三
宅

　
亮

11
:00

　
 

T3
-O

-6
剪

断
応

力
制

御
実

験
に

よ
る

高
速

す
べ

り
へ

の
自

発
的

移
行

．
*高

橋
美

紀
11

:15
 

　
T3

-O
-7

低
速

か
ら

高
速

す
べ

り
速

度
の

大
変

位
を

伴
う

摩
擦

す
べ

り
に

よ
っ

て
誘

発
さ

れ
る

水
透

過
率

の
変

動
：

湿
潤

と
乾

燥
条

件
に

お
け

る
比

較
．

*谷
川

　
亘

11
:30

　
 

T3
-O

-8
沈

み
込

み
帯

の
断

層
挙

動
の

多
様

性
を

も
た

ら
す

地
質

学
的

要
因

．
*山

口
飛

鳥
・

大
熊

祐
一

・
奥

田
花

也
・

山
本

一
平

・
福

地
里

菜

第
3

会
場

（
C

h.
3）

R
12

．
岩

石
・

鉱
物

の
変

形
と

反
応

座
長

：
大

橋
聖

和
・

岡
本

　
敦

・
向

吉
秀

樹
・

岡
崎

啓
史

09
:00

 
　

R
12

-O
-1

（
招

待
講

演
）

炭
質

物
ラ

マ
ン

温
度

計
の

適
用

性
と

可
能

性
．

*纐
纈

佑
衣

09
:30

 
　

R
12

-O
-2

北
海

道
東

部
の

前
弧

含
石

炭
古

第
三

系
褶

曲
帯

中
の

変
形

バ
ン

ド
の

発
達

と
歪

集
中

．
加

地
広

美
・

*竹
下

　
徹

09
:45

 
R

12
-O

-3
亀

裂
の

連
結

性
評

価
と

亀
裂

の
連

結
性

が
岩

石
物

性
に

与
え

る
影

響
に

つ
い

て
．

*高
橋

美
紀

・
岩

崎
夏

波
・

一
松

駿
斗

・
北

村
真

奈
美

・
上

原
真

一
・

渡
邊

　
了

10
:00

 
R

12
-O

-4
ネ

パ
ー

ル
T

se
rg

o 
Ri

地
す

べ
り

に
伴

う
シ

ュ
ー

ド
タ

キ
ラ

イ
ト

に
発

達
し

た
気

泡
の

三
次

元
形

態
と

メ
ル

ト
の

流
動

パ
タ

ー
ン

．
*岩

森
暁

如
・

牧
田

陽
行

・
朝

日
信

孝
・

野
原

慎
太

郎
・

高
木

秀
雄

10
:15

（
休

憩
）

10
:30

 
R

12
-O

-5
（

招
待

講
演

）
超

高
圧

シ
ュ

ー
ド

タ
キ

ラ
イ

ト
．

*西
山

忠
男

11
:00

 
R

12
-O

-6
体

積
膨

張
反

応
に

よ
る

リ
ソ

ス
フ

ェ
ア

の
破

壊
と

流
体

移
動

の
自

己
加

速
化

: M
gO

–H
2O

実
験

系
か

ら
の

制
約

．
*宇

野
正

起
・

岡
本

　
敦

・
土

屋
範

芳 11
:15

 
R

12
-O

-7
浅

部
ウ

ェ
ッ

ジ
マ

ン
ト

ル
の

ア
ン

チ
ゴ

ラ
イ

ト
の

変
形

メ
カ

ニ
ズ

ム
と

カ
ッ

プ
リ

ン
グ

深
度

．
*永

冶
方

敬
・

ウ
ォ

リ
ス

　
サ

イ
モ

ン
11

:30
 

R
12

-O
-8

ス
ラ

ブ
マ

ン
ト

ル
条

件
下

に
お

け
る

ア
ン

チ
ゴ

ラ
イ

ト
蛇

紋
岩

の
変

形
促

進
脱

水
反

応
．

奥
出

桜
子

・
*清

水
以

知
子

・
緒

方
夢

顕

■
9

月
4

日
（

土
）

午
前

（
7

-1
5

）
_

�
ロ

�
ラ

ム
2

.in
dd

   
7

（
7

-1
5

）
_

�
ロ

�
ラ

ム
2

.in
dd

   
7

2
0

2
1

/0
7

/3
0

   
1

2
:0

8
2

0
2

1
/0

7
/3

0
   

1
2

:0
8



（ 8 ）

日
本
地
質
学
会
第
12
8
年
学
術
大
会
（
20
21
名
古
屋
大
会
）
講
演
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
口
頭
）

※
講
演
番
号
は
，
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
S）
，
ト
ピ
ッ
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
T
），
レ
ギ
ュ
ラ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
R）
の
そ
れ
ぞ
れ
に
，
ポ
ス
タ
ー
（
P）
/
口
頭
（
O
）
の
記
号
と
各
セ
ッ
シ
ョ
ン
内
で
の
通
し
番
号
を
付
与
し
て
い
ま
す
．

※
太
字
氏
名
：
代
表
発
表
者
，（
招
待
）：
招
待
講
演
，（
エ
ン
ト
リ
ー
）：
優
秀
ポ
ス
タ
ー
賞
エ
ン
ト
リ
ー
講
演

■
9

月
4

日
（

土
）

午
前

会
場

8：
00

第
4

会
場

（
C

h.
4）

T4
.二

次
改

変
さ

れ
た

過
去

の
弧

-海
溝

系
の

復
元

：
日

本
お

よ
び

そ
の

他
の

例
座

長
：

磯
﨑

行
雄

・
青

木
一

勝

08
:00

　
 

T4
-O

-1
甲

府
花

崗
岩

中
の

ジ
ル

コ
ン

微
量

元
素

組
成

：
堆

積
物

混
入

指
標

の
確

立
．

*澤
木

佑
介

・
坂

田
周

平
・

大
野

　
剛

08
:15

 
　

T4
-O

-2
大

分
県

周
辺

の
白

亜
紀

花
崗

岩
類

の
ジ

ル
コ

ン
U

-P
b年

代
．

*堤
　

之
恭

・
谷

健
一

郎
08

:30
 

　
T4

-O
-3

B
or

on
 i

so
to

pe
 m

ap
pi

ng
 o

f 
se

rp
en

ti
ni

te
s 

in
 t

he
 O

sa
ya

m
a 

Se
rp

en
tin

ite
 M

él
an

ge
, S

W
 J

ap
an

．
*辻

森
　

樹
・

山
田

千
夏

・
青

木
翔

吾
・

青
木

一
勝

・
常

　
青

・
木

村
純

一
08

:45
 

　
T4

-O
-4

（
招

待
講

演
）

砕
屑

性
ジ

ル
コ

ン
と

年
代

学
の

レ
ビ

ュ
ー

: 地
球

史
に

お
け

る
地

質
構

造
発

達
お

よ
び

大
陸

成
長

の
視

点
か

ら
．

*沢
田

　
輝

09
:15

（
休

憩
）

09
:30

 
　

T4
-O

-5
オ

ホ
ー

ツ
ク

海
南

縁
の

白
亜

紀
島

弧
－

海
溝

系
の

地
質

：
常

呂
帯

仁
頃

層
群

付
加

体
（

北
海

道
）

の
砕

屑
物

組
成

か
ら

の
制

約
．

*植
田

勇
人

・
奈

良
幸

明
・

阿
久

津
優

太
09

:45
 

　
T4

-O
-6

始
新

世
日

本
に

起
き

た
2回

の
地

殻
改

変
イ

ベ
ン

ト
：

古
第

三
系

砂
岩

の
後

背
地

年
代

解
析

か
ら

の
予

察
．

*磯
㟢

行
雄

・
中

野
智

仁
・

長
谷

川
　

遼
・

Go
do

t J
ul

ia
na

・
堤

　
之

恭
・

可
児

智
美

10
:00

 
　

T4
-O

-7
（

招
待

講
演

）
徳

之
島

の
地

質
構

造
と

ジ
ル

コ
ン

U
-P

b-
H

f同
位

体
比

が
呈

示
す

る
琉

球
弧

と
南

中
国

の
関

連
性

．
*山

本
啓

司
・

岡
本

和
明

・
上

田
脩

郎
・

寺
林

　
優

R
6．

ジ
オ

パ
ー

ク
座

長
：

天
野

一
男

・
高

木
秀

雄

10
:45

 
　

R
6-

O
-1

三
陸

地
域

の
津

波
被

災
遺

構
―

解
体

と
保

存
の

10
年

．
*高

木
秀

雄
11

:00
 

　
R

6-
O

-2
コ

ロ
ナ

禍
の

ジ
オ

ツ
ー

リ
ズ

ム
～

フ
ィ

ー
ル

ド
の

強
み

：
山

陰
海

岸
ジ

オ
パ

ー
ク

の
例

～
．

*松
原

典
孝

・
長

濵
　

聖
・

河
本

大
地

11
:15

 
　

R
6-

O
-3

地
域

の
地

質
資

源
と

し
て

の
視

点
か

ら
見

る
玄

武
洞

溶
岩

．
*川

村
教

一
11

:30
 

　
R

6-
O

-4
ビ

ッ
グ

ヒ
ス

ト
リ

ー
概

念
の

ジ
オ

パ
ー

ク
へ

の
適

用
．

*天
野

一
男

第
5

会
場

（
C

h.
5）

R
18

．
環

境
地

質
座

長
：

田
村

嘉
之

08
:45

 
　

R
18

-O
-1

鹿
児

島
県

内
に

湧
出

す
る

地
下

水
・

温
泉

水
中

の
ラ

ド
ン

濃
度

と
地

質
の

関
係

．
*川

端
訓

代
・

渡
部

真
衣

・
北

村
有

迅
・

中
野

亮
典

・
冨

安
卓

滋
09

:00
 

　
R

18
-O

-2
広

域
地

下
水

モ
デ

ル
の

パ
ラ

メ
ー

タ
逆

解
析

－
茂

原
市

の
汚

染
現

場
を

例
に

し
て

．
*藤

崎
克

博
09

:15
 

　
R

18
-O

-3
20

19
年

台
風

第
15

号
・

第
19

号
の

影
響

に
よ

る
地

下
水

位
変

動
．

*香
川

　
淳 09

:30
 

　
R

18
-O

-4
八

街
市

・
富

里
市

周
辺

に
見

ら
れ

る
地

盤
沈

下
の

時
系

列
変

化
．

*荻
津

　
達

・
八

武
崎

寿
史

・
吉

田
　

剛
09

:45
 

　
R

18
-O

-5
20

年
経

過
し

た
CV

O
C地

下
水

汚
染

サ
イ

ト
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

効
果

と
単

元
調

査
法

の
重

要
性

．
*髙

嶋
　

洋
・

竹
内

真
司

・
風

岡
　

修
10

:00
 

　
R

18
-O

-6
堤

体
と

隣
接

し
た

道
路

の
大

変
形

の
主

な
原

因
に

つ
い

て
：

東
京

湾
岸

埋
立

地
北

部
で

の
20

11
年

東
北

地
方

太
平

洋
沖

地
震

時
に

液
状

化
-流

動
化

し
た

部
分

の
地

質
調

査
か

ら
．

*風
岡

　
修

・
小

島
隆

宏
・

伊
藤

直
人

・
荻

津
　

達
・

香
川

　
淳

・
吉

田
　

剛

R
23

．
原

子
力

と
地

質
科

学
座

長
：

安
江

健
一

・
竹

内
真

司
10

:30
 

　
R

23
-O

-1
福

島
県

南
相

馬
市

周
辺

の
水

理
・

物
質

移
行

挙
動

の
検

討
．

*竹
内

真
司

・
張

　
豊

瑞
・

鈴
木

弘
明

10
:45

 
　

R
23

-O
-2

津
波

は
引

き
波

も
怖

い
：

JA
E

A
東

海
再

処
理

施
設

の
津

波
対

策
の

改
善

．
*石

渡
　

明
11

:00
 

　
R

23
-O

-3
炭

酸
塩

コ
ン

ク
リ

ー
シ

ョ
ン

の
カ

ル
サ

イ
ト

シ
ー

リ
ン

グ
に

よ
る

水
理

・
力

学
特

性
に

つ
い

て
．

*中
村

祥
子

・
竹

内
真

司
・

吉
田

英
一

11
:15

 
　

R
23

-O
-4

（
招

待
講

演
）

N
U

M
O

包
括

的
技

術
報

告
書

レ
ビ

ュ
ー

に
見

る
異

分
野

間
の

知
識

の
統

合
化

に
向

け
た

課
題

．
*若

杉
圭

一
郎

（
7

-1
5

）
_

�
ロ

�
ラ

ム
2

.in
dd

   
8

（
7

-1
5

）
_

�
ロ

�
ラ

ム
2

.in
dd

   
8

2
0

2
1

/0
7

/3
0

   
1

2
:0

8
2

0
2

1
/0

7
/3

0
   

1
2

:0
8



（ 9 ）

日
本
地
質
学
会
第
12
8
年
学
術
大
会
（
20
21
名
古
屋
大
会
）
講
演
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
口
頭
）

※
講
演
番
号
は
，
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
S）
，
ト
ピ
ッ
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
T
），
レ
ギ
ュ
ラ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
R）
の
そ
れ
ぞ
れ
に
，
ポ
ス
タ
ー
（
P）
/
口
頭
（
O
）
の
記
号
と
各
セ
ッ
シ
ョ
ン
内
で
の
通
し
番
号
を
付
与
し
て
い
ま
す
．

※
太
字
氏
名
：
代
表
発
表
者
，（
招
待
）：
招
待
講
演
，（
エ
ン
ト
リ
ー
）：
優
秀
ポ
ス
タ
ー
賞
エ
ン
ト
リ
ー
講
演

会
場

13
：

00

■
9

月
4

日
（

土
）

午
後

第
1

会
場

（
C

h.
1）

T3
.ス

ロ
ー

地
震

に
関

す
る

地
質

学
的

・
実

験
的

・
地

震
学

的
研

究
の

連
携

と
進

展
座

長
：

ウ
ォ

リ
ス

サ
イ

モ
ン

・
岡

崎
啓

史

13
:00

 
 T

3-
O

-9
（

招
待

講
演

）
日

本
海

溝
海

底
地

震
津

波
観

測
網

S-
ne

tが
明

ら
か

に
し

た
日

本
海

溝
の

ス
ロ

ー
地

震
分

布
．

*西
川

友
章

・
松

澤
孝

紀
・

太
田

和
晃

・
内

田
直

希
・

西
村

卓
也

・
井

出
　

哲
13

:30
 

 T
3-

O
-1

0
ス

ロ
ー

地
震

の
地

質
学

的
痕

跡
．

*氏
家

恒
太

郎
・

西
山

直
毅

・
フ

ラ
ン

ク
  

マ
デ

ィ
ソ

ン
・

山
下

　
穂

・
森

　
康

・
最

首
花

恵
・

重
松

紀
生

・
永

冶
方

敬 13
:45

 
 T

3-
O

-1
1

Sp
at

ia
l 

ch
an

ge
s 

in
 i

nc
lu

si
on

 b
an

d 
sp

ac
in

g 
as

 a
n 

in
di

ca
to

r 
of

 t
em

po
ra

l 
ch

an
ge

s 
in

 s
lo

w
 s

lip
 a

nd
 t

re
m

or
 r

ec
ur

re
nc

e 
in

te
rv

al
s．

*西
山

直
毅

・
氏

家
恒

太
郎

・
加

納
将

行
14

:00
 

 T
3-

O
-1

2
メ

ラ
ン

ジ
ュ

面
構

造
に

平
行

な
伸

長
石

英
脈

か
ら

見
積

も
ら

れ
た

ス
ロ

ー
地

震
発

生
サ

イ
ク

ル
内

の
間

隙
流

体
圧

の
時

間
変

化
．

*大
坪

　
誠

・
氏

家
恒

太
郎

・
最

首
花

恵
・

宮
川

歩
夢

14
:15

（
休

憩
）

14
:30

  
T3

-O
-1

3
沈

み
込

み
境

界
プ

ロ
セ

ス
を

議
論

す
る

た
め

に
ど

の
蛇

紋
岩

体
が

適
切

な
の

か
？

：
西

南
日

本
，

三
波

川
帯

の
例

．
*ウ

ォ
リ

ス
　

サ
イ

モ
ン

・
青

矢
睦

月
14

:45
 

T3
-O

-1
4

変
成

岩
の

体
積

変
化

に
基

づ
く

沈
み

込
み

境
界

に
お

け
る

シ
リ

カ
移

動
の

定
量

化
．

*副
島

祥
吾

・
ウ

ォ
リ

ス
　

サ
イ

モ
ン

15
:00

 
T3

-O
-1

5
蛇

紋
岩

の
滑

石
化

交
代

作
用

に
関

連
し

た
ス

ロ
ー

ス
リ

ッ
プ

．
*森

　
康

・
氏

家
恒

太
郎

・
西

山
忠

男
・

重
野

未
来

・
野

呂
和

也
15

:15
 

 T
3-

O
-1

6
高

間
隙

流
体

圧
下

で
の

古
マ

ン
ト

ル
ウ

ェ
ッ

ジ
蛇

紋
岩

体
の

破
壊

作
用

と
深

部
ス

ロ
ー

地
震

発
生

サ
イ

ク
ル

と
の

関
連

性
．

*平
内

健
一

・
永

田
有

里
奈

・
大

柳
良

介
・

岡
本

　
敦

・
道

林
克

禎

第
2

会
場

（
C

h.
2）

T2
.続

・
海

底
地

盤
変

動
学

の
ス

ス
メ

座
長

：
川

村
喜

一
郎

13
:00

 
　

T2
-O

-1
（

招
待

講
演

）
沿

岸
重

要
施

設
に

お
け

る
海

底
地

す
べ

り
津

波
に

関
す

る
リ

ス
ク

評
価

に
つ

い
て

．
*松

山
昌

史
13

:30
 

　
T2

-O
-2

砂
質

土
石

流
の

Fl
ow

 t
ra

ns
fo

rm
at

io
n：

二
層

浅
水

モ
デ

ル
に

基
づ

く
混

濁
流

生
成

メ
カ

ニ
ズ

ム
の

検
討

．
*酒

井
佑

一
・

成
瀬

　
元

13
:45

 
　

T2
-O

-3
（

招
待

講
演

）
海

底
地

す
べ

り
地

形
調

査
と

非
静

水
圧

二
層

流
モ

デ
ル

に
よ

る
津

波
計

算
．

*馬
場

俊
孝

R
19

．
応

用
地

質
学

一
般

お
よ

び
ノ

ン
テ

ク
ト

ニ
ッ

ク
構

造
座

長
：

山
崎

新
太

郎
・

西
山

賢
一

14
:30

 
　

R
19

-O
-1

20
20

年
熊

本
県

南
部

豪
雨

災
害

に
よ

る
岩

盤
崩

壊
に

つ
い

て
．

*山
崎

新
太

郎
・

荒
井

紀
之

・
西

山
賢

一
・

丸
谷

靖
幸

・
矢

野
真

一
郎

14
:45

 
　

R
19

-O
-2

19
46

年
昭

和
南

海
地

震
で

発
生

し
た

和
歌

山
県

田
辺

市
本

宮
町

の
岩

盤
崩

壊
．

*西
山

賢
一

・
後

　
誠

介
15

:00
 

　
R

19
-O

-3
崩

壊
形

態
を

規
制

す
る

断
裂

構
造

．
*吉

村
辰

朗
15

:15
 

　
R

19
-O

-4
東

京
湾

岸
地

域
に

お
け

る
沖

積
層

の
層

序
と

S波
速

度
不

連
続

面
の

深
度

：
沖

積
層

の
ど

こ
ま

で
が

「
軟

弱
」

か
？

*小
松

原
純

子
・

長
　

郁
夫

・
坂

田
健

太
郎

・
中

澤
　

努
15

:30
 

　
R

19
-O

-5
東

京
都

区
部

の
3次

元
地

質
地

盤
図

に
基

づ
く

地
盤

の
類

型
化

と
地

盤
震

動
特

性
．

*中
澤

　
努

・
長

　
郁

夫
・

小
松

原
純

子
・

納
谷

友
規

・
野

々
垣

進
・

宮
地

良
典

・
尾

崎
正

紀
・

坂
田

健
太

郎
・

中
里

裕
臣

・
鈴

木
毅

彦
・

中
山

俊
雄

第
3

会
場

（
C

h.
3）

R
2．

岩
石

・
鉱

物
・

鉱
床

学
一

般
座

長
：

沢
田

　
輝

・
吉

田
健

太

13
:00

 
　

R
2-

O
-1

古
熱

水
系

を
示

唆
す

る
ゼ

ブ
ラ

ロ
ッ

ク
の

形
成

プ
ロ

セ
ス

．
*河

原
弘

和
・

吉
田

英
一

・
山

本
鋼

志
・

勝
田

長
貴

・
西

本
昌

司
・

梅
村

綾
子

・
隈

　
隆

成 13
:15

 
　

R
2-

O
-2

谷
川

岳
石

英
閃

緑
岩

体
の

ジ
ル

コ
ン

U
–P

b年
代

：
新

た
な

標
準

試
料

と
し

て
の

ポ
テ

ン
シ

ャ
ル

．
*山

田
来

樹
・

仁
木

創
太

・
植

田
勇

人
・

平
田

岳
史

13
:30

 
　

R
2-

O
-3

教
師

な
し

学
習

を
用

い
た

珪
長

質
火

成
岩

微
量

元
素

組
成

デ
ー

タ
の

ソ
フ

ト
ク

ラ
ス

タ
リ

ン
グ

．
*油

谷
　

拓
・

桑
谷

　
立

・
吉

田
健

太
・

上
木

賢
太

・
中

尾
篤

史
・

鳥
海

光
弘

・
平

野
直

人
13

:45
 

　
R

2-
O

-4
飛

騨
帯

に
産

す
る

変
成

炭
酸

塩
岩

の
岩

石
学

・
同

位
体

地
球

化
学

：
ド

ロ
マ

イ
ト

質
大

理
石

の
可

能
性

．
*原

田
浩

伸
・

辻
森

　
樹

14
:00

 
　

R
2-

O
-5

オ
マ

ー
ン

オ
フ

ィ
オ

ラ
イ

ト
の

蛇
紋

岩
化

し
た

地
殻

―
マ

ン
ト

ル
境

界
に

お
け

る
Fe

（
II

I）
の

分
布

．
*岡

本
　

敦
・

吉
田

一
貴

・
大

柳
良

介
・

藤
井

昌
和

・
丹

羽
尉

博
・

武
市

泰
男

・
木

村
正

雄

R
4．

変
成

岩
と

テ
ク

ト
ニ

ク
ス

座
長

：
吉

田
健

太
・

田
口

知
樹

・
足

立
達

朗
14

:30
 

　
R

4-
O

-1
山

口
県

南
部

、
瀬

戸
内

海
に

産
す

る
変

成
岩

類
の

累
進

変
成

作
用

と
帰

属
．

*J
IN

 L
U

ZE
・

大
和

田
正

明
14

:45
 

　
R

4-
O

-2
（

招
待

講
演

）
ペ

ト
ロ

ク
ロ

ノ
ロ

ジ
ー

を
用

い
た

領
家

帯
三

河
地

域
の

深
成

-変
成

-変
形

履
歴

解
読

．
*河

上
哲

生
・

市
野

智
栄

・
葛

立
恵

一
・

坂
田

周
平

・
髙

塚
紘

太
15

:15
 

　
R

4-
O

-3
地

震
波

速
度

温
度

計
に

よ
る

東
北

本
州

弧
地

殻
の

温
度

構
造

：
高

精
度

な
熱

構
造

の
解

明
に

向
け

て
．

*石
川

正
弘

15
:30

 
　

R
4-

O
-4

高
圧

型
変

成
岩

中
の

ざ
く

ろ
石

の
反

応
動

力
学

と
粒

径
依

存
成

長
．

*宮
崎

一
博

15
:45

 
　

R
4-

O
-5

変
成

作
用

に
お

け
る

金
平

糖
様

鉱
物

の
成

長
と

流
体

移
動

速
度

．
*鳥

海
光

弘

（
7

-1
5

）
_

�
ロ

�
ラ

ム
2

.in
dd

   
9

（
7

-1
5

）
_

�
ロ

�
ラ

ム
2

.in
dd

   
9

2
0

2
1

/0
7

/3
0

   
1

2
:0

8
2

0
2

1
/0

7
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0
   

1
2
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（ 10 ）

日
本
地
質
学
会
第
12
8
年
学
術
大
会
（
20
21
名
古
屋
大
会
）
講
演
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
口
頭
）

※
講
演
番
号
は
，
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
S）
，
ト
ピ
ッ
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
T
），
レ
ギ
ュ
ラ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
R）
の
そ
れ
ぞ
れ
に
，
ポ
ス
タ
ー
（
P）
/
口
頭
（
O
）
の
記
号
と
各
セ
ッ
シ
ョ
ン
内
で
の
通
し
番
号
を
付
与
し
て
い
ま
す
．

※
太
字
氏
名
：
代
表
発
表
者
，（
招
待
）：
招
待
講
演
，（
エ
ン
ト
リ
ー
）：
優
秀
ポ
ス
タ
ー
賞
エ
ン
ト
リ
ー
講
演

■
9

月
4

日
（

土
）

午
後

会
場

13
：

00

第
5

会
場

（
C

h.
5）

R
3．

噴
火

・
火

山
発

達
史

と
噴

出
物

座
長

：
長

谷
川

　
健

13
:00

 
　

R
3-

O
-1

安
達

太
良

火
山

西
麓

，
酸

川
盆

地
地

下
に

埋
没

す
る

ラ
ハ

ー
ル

堆
積

物
の

層
序

・
編

年
と

噴
火

履
歴

復
元

．
*片

岡
香

子
・

卜
部

厚
志

・
長

橋
良

隆
13

:15
 

　
R

3-
O

-2
大

規
模

山
体

崩
壊

の
マ

グ
マ

供
給

系
へ

の
影

響
―

渡
島

大
島

火
山

海
陸

統
合

調
査

―
．

*石
塚

　
治

・
片

岡
香

子
・

前
野

　
深

・
片

山
　

肇
・

有
元

　
純

・
高

下
裕

章
・

下
田

　
玄

・
針

金
由

美
子

・
Co

nw
ay

 C
hr

is・
古

山
精

史
朗

・
小

川
真

由
・

坂
本

　
泉

・
横

山
由

香
・

内
山

涼
多

・
安

藤
進

吾
・

亀
尾

　
桂

・
宮

嶋
優

希
・

久
野

光
輝

・
小

松
亮

介
・

三
澤

文
慶

13
:30

 
　

R
3-

O
-3

（
招

待
講

演
）

安
山

岩
～

デ
イ

サ
イ

ト
質

火
山

の
マ

グ
マ

供
給

系
の

解
明

に
つ

い
て

：
岩

石
学

的
事

例
研

究
．

*伴
　

雅
雄

T7
.地

球
年

代
学

が
拓

く
高

精
度

火
山

噴
火

史
・

発
達

史
座

長
：

及
川

輝
樹

・
上

澤
真

平

14
:15

 
　

T7
-O

-1
（

招
待

講
演

）
ジ

ル
コ

ン
の

U
-P

b年
代

測
定

と
第

四
紀

テ
フ

ラ
．

*伊
藤

久
敏

14
:45

 
　

T7
-O

-2
南

西
北

海
道

，
羊

蹄
火

山
北

麓
の

尻
別

川
沿

い
に

露
出

す
る

第
四

紀
凝

灰
岩

層
の

ジ
ル

コ
ン

U
–P

b年
代

．
*上

澤
真

平
・

伊
藤

久
敏

・
中

川
光

弘
15

:00
 

　
T7

-O
-3

福
島

県
南

部
，

二
岐

山
火

山
の

噴
火

史
と

マ
グ

マ
供

給
系

．
*渡

部
将

太
・

長
谷

川
健

・
小

畑
直

也
・

豊
田

　
新

・
今

山
武

志
15

:15
 

　
T7

-O
-4

火
山

噴
出

物
の

高
確

度
年

代
決

定
：

少
数

年
輪

試
料

に
よ

る
14
C

ウ
イ

グ
ル

・
マ

ッ
チ

ン
グ

　
－

新
潟

焼
山

火
山

で
の

例
－

．
*及

川
輝

樹
15

:30
 

　
T7

-O
-5

（
招

待
講

演
）

古
地

磁
気

永
年

変
化

層
序

：
火

山
噴

出
物

層
序

研
究

へ
の

貢
献

．
*望

月
伸

竜
・

穴
井

千
里

・
馬

場
　

章
・

渋
谷

秀
敏

第
4

会
場

（
C

h.
4）

R
5．

地
域

地
質

・
地

域
層

序
・

年
代

層
序

座
長

：
佐

藤
大

介
・

納
谷

友
規

13
:00

 
　

R
5-

O
-1

東
イ

ン
ド

・
ブ

ラ
マ

プ
ト

ラ
川

上
流

部
に

お
け

る
川

砂
の

重
鉱

物
構

成
．

 
*吉

田
孝

紀
・

K
um

ar
 S

ub
ha

de
ep

・
Ra

i K
um

ar
 L

al
it・

吐
合

智
之

13
:15

 
　

R
5-

O
-2

北
部

北
上

帯
北

東
部

大
鳥

ユ
ニ

ッ
ト

の
岩

相
・

地
質

構
造

・
付

加
年

代
．

 
*武

藤
　

俊
・

伊
藤

　
剛

13
:30

 
　

R
5-

O
-3

東
京

都
区

部
武

蔵
野

台
地

地
下

の
薮

層
基

底
面

に
み

ら
れ

る
段

差
状

分
布

の
成

因
．

*納
谷

友
規

・
中

澤
　

努
・

野
々

垣
進

・
坂

田
健

太
郎

・
中

里
裕

臣
・

中
山

俊
雄

13
:45

 
　

R
5-

O
-4

長
野

県
東

部
、

東
信

地
域

の
地

質
・

地
質

構
造

と
新

た
に

見
出

さ
れ

た
活

断
層

に
つ

い
て

．
*渡

邉
和

輝
・

大
塚

　
勉

14
:00

 
　

R
5-

O
-5

男
鹿

半
島

北
岸

五
里

合
低

地
の

完
新

統
と

環
境

変
遷

．
*西

川
　

治
・

嶋
田

智
恵

子
・

高
島

　
勲 R
7．

新
生

代
の

地
質

事
変

記
録

座
長

：
細

井
　

淳
・

羽
地

俊
樹

14
:30

 
　

R
7-

O
-1

島
弧

会
合

部
，

天
草

地
域

の
始

新
世

～
中

新
世

テ
ク

ト
ニ

ク
ス

．
*牛

丸
健

太
郎

・
山

路
　

敦
14

:45
 

　
R

7-
O

-2
下

部
中

新
統

一
志

層
群

の
2段

階
沈

降
．

*木
下

英
樹

・
山

路
　

敦
15

:00
 

　
R

7-
O

-3
紀

伊
半

島
の

瀬
戸

内
火

山
岩

類
の

活
動

時
期

に
つ

い
て

．
*新

正
裕

尚
・

和
田

穣
隆

・
折

橋
裕

二
15

:15
 

R
7-

O
-4

中
新

統
対

州
層

群
の

特
異

な
石

灰
岩

の
起

源
・

形
成

水
深

と
Ba

th
ym

od
io

lu
s 

sp
.の

古
生

態
系

．
*二

宮
　

崇
・

山
中

寿
朗

・
下

山
正

一
・

宮
田

雄
一

郎
・

島
津

　
崇

・
谷

口
　

翔
・

青
木

隆
弘

・
西

田
民

雄
・

高
橋

利
宏

15
:30

 
　

R
7-

O
-5

本
州

北
部

，
西

津
軽

地
域

の
地

殻
回

転
運

動
．

*星
　

博
幸

・
久

野
元

晴
15

:45
 

　
R

7-
O

-6
古

琵
琶

湖
堆

積
盆

に
お

け
る

排
水

方
向

の
変

化
し

た
時

期
の

推
定

．
*里

口
保

文

（
7

-1
5

）
_

�
ロ

�
ラ

ム
2

.in
dd

   
1

0
（

7
-1

5
）

_
�

ロ
�

ラ
ム

2
.in

dd
   

1
0

2
0

2
1

/0
7
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0
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2
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8
2

0
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1
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7
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1
2
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（ 11 ）

日
本
地
質
学
会
第
12
8
年
学
術
大
会
（
20
21
名
古
屋
大
会
）
講
演
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
口
頭
）

※
講
演
番
号
は
，
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
S）
，
ト
ピ
ッ
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
T
），
レ
ギ
ュ
ラ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
R）
の
そ
れ
ぞ
れ
に
，
ポ
ス
タ
ー
（
P）
/
口
頭
（
O
）
の
記
号
と
各
セ
ッ
シ
ョ
ン
内
で
の
通
し
番
号
を
付
与
し
て
い
ま
す
．

※
太
字
氏
名
：
代
表
発
表
者
，（
招
待
）：
招
待
講
演
，（
エ
ン
ト
リ
ー
）：
優
秀
ポ
ス
タ
ー
賞
エ
ン
ト
リ
ー
講
演

会
場

9：
30

名
古

屋
LO

C
 z

oo
m

 c
h.（

環
境

総
合

館
レ

ク
チ

ャ
ー

ホ
ー

ル
）

S
1．

球
状

コ
ン

ク
リ

ー
シ

ョ
ン

の
科

学
–

理
解

と
応

用
-

座
長

：
吉

田
英

一
・

長
谷

川
　

精
・

勝
田

長
貴

09
:30

 
　

S
1-

O
-1

（
招

待
講

演
）

秋
田

県
男

鹿
半

島
鵜

ノ
崎

の
巨

大
鯨

骨
コ

ン
ク

リ
ー

シ
ョ

ン
群

．
*西

本
昌

司
・

吉
田

英
一

・
隈

　
隆

成
・

渡
部

　
晟

・
澤

木
博

之
09

:45
 

S
1-

O
-2

（
招

待
講

演
）

ア
ン

モ
ノ

イ
ド

を
含

む
石

灰
質

コ
ン

ク
リ

ー
シ

ョ
ン

の
産

状
．

*御
前

明
洋

・
村

宮
悠

介
10

:00
 

　
S

1-
O

-3
（

招
待

講
演

）
玄

能
石

コ
ン

ク
リ

ー
シ

ョ
ン

の
産

状
と

成
因

．
*村

宮
悠

介
・

吉
田

英
一

・
南

　
雅

代
・

三
上

智
之

・
小

林
寿

宣
・

関
内

幸
介

・
勝

田
長

貴
10

:15
 

　
S

1-
O

-4
ユ

タ
州

，
ゴ

ビ
砂

漠
，

竜
串

海
岸

に
見

ら
れ

る
球

状
鉄

コ
ン

ク
リ

ー
シ

ョ
ン

の
産

状
と

成
因

：
火

星
と

の
ア

ナ
ロ

ジ
ー

．
*長

谷
川

　
精

・
浅

井
沙

紀
・

吉
田

英
一

・
池

原
　

実
・

奈
良

正
和

・
勝

田
長

貴
・

城
野

信
一

10
:30

 
　

S
1-

O
-5

（
招

待
講

演
）

鉄
コ

ン
ク

リ
ー

シ
ョ

ン
の

形
成

モ
デ

ル
．

*城
野

信
一

・
梶

浦
鉄

平
・

田
村

美
紗

樹
・

岡
村

裕
之

・
勝

田
長

貴
・

吉
田

英
一

10
:45

 
　

S
1-

O
-6

（
招

待
講

演
）

Co
nc

re
tio

ns
: C

hr
on

ic
le

s 
of

 D
ia

ge
ne

si
s 

fr
om

 E
ar

th
 t

o 
M

ar
s．

*M
ar

jo
ri

e 
Ch

an
11

:15
（

休
憩

）
11

:30
 

S
1-

O
-7

（
招

待
講

演
）

炭
酸

塩
コ

ン
ク

リ
ー

シ
ョ

ン
の

Sr
同

位
体

比
を

利
用

し
た

年
代

決
定

法
の

検
討

．
*淺

原
良

浩
・

吉
田

英
一

・
南

　
雅

代
・

山
本

鋼
志

・
勝

田
長

貴
11

:45
 

　
S

1-
O

-8
（

招
待

講
演

）
コ

ン
ク

リ
―

シ
ョ

ン
化

プ
ロ

セ
ス

の
工

学
的

応
用

．
*丸

山
一

平
・

吉
田

英
一

・
山

本
鋼

志
・

野
口

貴
文

12
:00

 
　

S
1-

O
-9

コ
ン

ク
リ

ー
シ

ョ
ン

化
プ

ロ
セ

ス
の

理
解

と
応

用
．

*吉
田

英
一

・
山

本
鋼

志
・

丸
山

一
平

・
浅

原
良

浩
・

南
　

雅
代

・
城

野
信

一
・

長
谷

川
　

精
・

勝
田

長
貴

・
西

本
昌

司
・

村
宮

悠
介

・
隈

　
隆

成
・

竹
内

真
司

・
松

井
裕

哉
・

刈
茅

孝
一

・
メ

ト
カ

ー
フ

　
リ

チ
ャ

ー
ド

■
9

月
5

日
（

日
）

午
前

（
7

-1
5

）
_

�
ロ

�
ラ

ム
2

.in
dd
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1
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7
-1

5
）

_
�

ロ
�

ラ
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2
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8



（ 12 ）

日
本
地
質
学
会
第
12
8
年
学
術
大
会
（
20
21
名
古
屋
大
会
）
講
演
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
口
頭
）

※
講
演
番
号
は
，
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
S）
，
ト
ピ
ッ
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
T
），
レ
ギ
ュ
ラ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
R）
の
そ
れ
ぞ
れ
に
，
ポ
ス
タ
ー
（
P）
/
口
頭
（
O
）
の
記
号
と
各
セ
ッ
シ
ョ
ン
内
で
の
通
し
番
号
を
付
与
し
て
い
ま
す
．

※
太
字
氏
名
：
代
表
発
表
者
，（
招
待
）：
招
待
講
演
，（
エ
ン
ト
リ
ー
）：
優
秀
ポ
ス
タ
ー
賞
エ
ン
ト
リ
ー
講
演

会
場

8：
00

第
3

会
場

（
C

h.
3）

R
1．

深
成

岩
・

火
山

岩
と

マ
グ

マ
プ

ロ
セ

ス
座

長
：

金
丸

龍
夫

・
道

林
克

禎
・

針
金

由
美

子

08
:00

 
　

R
1-

O
-1

オ
マ

ー
ン

オ
フ

ィ
オ

ラ
イ

ト
マ

ン
ト

ル
ダ

イ
ア

ピ
ル

粗
粒

カ
ン

ラ
ン

岩
の

微
細

構
造

解
析

：
海

洋
リ

ソ
ス

フ
ェ

ア
の

地
震

波
異

方
性

へ
の

示
唆

．
*道

林
克

禎
・

柿
畑

優
季

・
尾

上
彩

佳
・

大
家

翔
馬

・
小

田
島

庸
浩

08
:15

 
　

R
1-

O
-2

高
速

拡
大

海
嶺

の
マ

グ
マ

溜
ま

り
構

造
：

オ
マ

ー
ン

IC
D

P掘
削

コ
ア

解
析

と
野

外
調

査
に

よ
る

考
察

．
*海

野
　

進
・

草
野

有
紀

・
石

塚
　

治
・

普
代

貴
大

・
田

村
明

弘
・

森
下

知
晃

08
:30

 
　

R
1-

O
-3

北
海

道
 渡

島
大

島
北

方
海

域
か

ら
採

取
さ

れ
た

は
ん

れ
い

岩
捕

獲
岩

の
記

載
岩

石
学

的
性

質
．

*針
金

由
美

子
・

石
塚

　
治

・
コ

ン
ウ

ェ
イ

 ク
リ

ス
ト

フ
ァ

ー
・

下
田

　
玄

・
前

野
　

深
・

K
H

--航
海

乗
船

者
一

同
08

:45
 

　
R

1-
O

-4
隠

岐
諸

島
に

産
す

る
後

期
新

生
代

火
山

岩
類

の
起

源
マ

ン
ト

ル
の

地
球

化
学

的
変

遷
．

*相
澤

正
隆

・
新

城
竜

一
・

岡
村

聡
・

平
井

康
裕

09
:00

（
休

憩
）

09
:15

　
 

R
1-

O
-5

ジ
ル

コ
ン

U
-P

b年
代

に
よ

る
大

崩
山

火
山

深
成

複
合

岩
体

形
成

活
動

史
の

制
約

．
*谷

健
一

郎
・

堤
　

之
恭

・
大

村
一

希
・

高
橋

正
樹

・
金

丸
龍

夫
09

:30
 

　
R

1-
O

-6
帯

磁
率

異
方

性
に

よ
る

大
崩

山
火

山
深

成
複

合
岩

体
の

環
状

岩
脈

お
よ

び
花

崗
岩

バ
ソ

リ
ス

の
貫

入
定

置
機

構
．

*金
丸

龍
夫

・
高

橋
正

樹
・

谷
健

一
郎

・
國

嶋
寛

和
・

冨
田

大
貴

・
高

橋
望

実
・

丸
丈

一
郎

・
飯

田
健

也
・

林
　

圭
・

植
月

　
陸

・
鈴

木
凌

輔
09

:45
　

 
R

1-
O

-7
大

崩
山

火
山

深
成

複
合

岩
体

の
地

質
と

形
成

過
程

の
再

検
討

．
*高

橋
正

樹
・

金
丸

龍
夫

・
谷

健
一

郎
10

:00
　

 
R

1-
O

-8
（

招
待

講
演

）
南

モ
ン

ゴ
ル

ペ
ル

ム
紀

－
三

畳
紀

火
山

岩
類

と
中

央
ネ

パ
ー

ル
古

原
生

代
花

崗
岩

類
の

起
源

と
テ

ク
ト

ニ
ク

ス
．

*今
山

武
志

10
:30

（
休

憩
）

10
:45

 
R

1-
O

-9
M

ag
m

a 
so

ur
ce

 o
f 

Sa
n-

yo
 a

nd
 R

yo
ke

 b
el

t 
gr

an
ite

s 
an

d 
flu

id
-

ro
ck

 in
te

ra
ct

io
n 

of
 s

ili
co

eu
s 

ve
in

s 
an

d 
Ry

ok
e 

m
et

am
or

ph
ic

 b
el

t 
sc

hi
st

s．
*H

afi
zu

 R
EH

M
A

N
・

H
iro

sh
i Y

A
M

A
M

O
T

O
 

11
:00

 
　

R
1-

O
-1

0
鹿

児
島

県
北

西
部

中
期

中
新

世
甑

島
花

崗
岩

体
の

岩
石

学
的

特
徴

と
ジ

ル
コ

ン
U

-P
b年

代
．

*中
林

真
梨

萌
・

礼
満

ハ
フ

ィ
ー

ズ
11

:15
 

　
R

1-
O

-1
1

花
崗

岩
類

・
苦

鉄
質

岩
類

の
Sr

同
位

体
比

初
生

値
か

ら
見

た
日

本
列

島
の

地
殻

物
質

形
成

．
*中

島
　

隆
11

:30
 

　
R

1-
O

-1
2

西
南

日
本

弧
北

陸
地

域
に

分
布

す
る

前
期

～
中

期
中

新
世

火
山

岩
類

の
岩

石
学

的
・

地
球

化
学

的
研

究
．

*渡
邉

　
駿

・
高

橋
俊

郎
・

下
田

　
玄

・
後

藤
孝

介

第
2

会
場

（
C

h.
2）

R
22

．
地

球
史

座
長

：
元

村
健

人
・

冨
松

由
希

・
佐

久
間

杏
樹

08
:00

 
　

R
22

-O
-1

オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア
周

辺
海

盆
・

海
台

の
白

亜
紀

‐
古

第
三

紀
境

界
層

の
対

比
．

*黒
田

潤
一

郎
08

:15
 

　
R

22
-O

-2
美

濃
帯

に
お

け
る

三
畳

紀
/ジ

ュ
ラ

紀
境

界
層

の
再

検
討

．
*曽

田
勝

仁
・

冨
松

由
希

・
山

下
大

輔
・

尾
上

哲
治

・
池

原
　

実
08

:30
 

　
R

22
-O

-3
後

期
三

畳
紀

カ
ー

ニ
ア

ン
湿

潤
化

イ
ベ

ン
ト

時
に

お
け

る
オ

ス
ミ

ウ
ム

同
位

体
組

成
か

ら
復

元
さ

れ
た

大
規

模
火

山
活

動
．

*冨
松

由
希

・
野

崎
達

生
・

佐
藤

峰
南

・
高

谷
雄

太
郎

・
木

村
純

一
・

常
　

青
・

奈
良

岡
浩

・
尾

上
哲

治
08

:45
 

　
R

22
-O

-4
テ

チ
ス

海
北

西
部

に
お

け
る

大
陸

風
化

の
増

加
と

三
畳

紀
末

大
量

絶
滅

．
 

*尾
上

哲
治

・
M

ic
ha

lík
 J

oz
ef

・
白

水
秀

子
・

山
下

勝
行

・
山

下
美

沙
・

川
上

高
平

・
日

下
宗

一
郎

・
曽

田
勝

仁
09

:00
（

休
憩

）
09

:15
 

　
R

22
-O

-5
現

世
の

鉄
鉱

層
形

成
：

水
酸

化
鉄

チ
ム

ニ
ー

マ
ウ

ン
ド

と
水

酸
化

鉄
沈

殿
層

に
つ

い
て

-鹿
児

島
県

薩
摩

硫
黄

島
-．

*清
川

昌
一

・
堀

　
航

喜
・

酒
本

直
弥

・
倉

冨
　

隆
・

後
藤

秀
作

・
池

原
　

実
09

:30
 

　
R

22
-O

-6
イ

メ
ー

ジ
ン

グ
質

量
分

析
に

よ
る

約
27

億
年

前
の

堆
積

岩
中

の
バ

イ
オ

マ
ー

カ
ー

マ
ッ

ピ
ン

グ
．

*齋
藤

大
樹

・
山

口
耕

生
・

井
尻

　
暁

・
奥

村
知

世 09
:45

 
　

R
22

-O
-7

（
招

待
講

演
）

Li
fe

 o
n 

th
e 

ea
rly

 A
rc

he
an

 E
ar

th
 –

 n
ew

 in
sig

ht
s 

fr
om

 le
nt

ic
ul

ar
 

m
ic

ro
fo

ss
ils

．
*杉

谷
健

一
郎

10
:15

（
休

憩
）

10
:30

 
　

R
22

-O
-8

GI
A

モ
デ

ル
と

堆
積

物
試

料
分

析
に

よ
る

最
終

間
氷

期
以

降
の

東
南

極
氷

床
変

動
史

の
復

元
．

*石
輪

健
樹

・
菅

沼
悠

介
・

奥
野

淳
一

・
徳

田
悠

希
・

香
月

興
太

・
田

村
　

亨
・

板
木

拓
也

・
佐

々
木

聡
史

10
:45

 
　

R
22

-O
-9

顕
生

代
を

通
し

た
陸

域
及

び
海

洋
域

に
お

け
る

有
機

物
埋

没
率

の
変

化
と

大
気

酸
素

濃
度

と
の

関
連

．
*青

山
和

弘
・

田
近

英
一

・
尾

崎
和

海
11

:00
　

 
R

22
-O

-1
0（

招
待

講
演

）
地

層
か

ら
読

み
解

く
地

球
と

火
星

の
表

層
環

境
の

歴
史

．
*長

谷
川

　
精

R
16

．
ジ

ュ
ラ

系
＋

座
長

：
佐

野
晋

一

11
:30

 
　

R
16

-O
-1

太
平

洋
―

環
太

平
洋

地
域

に
お

け
る

遠
洋

域
，

浅
海

域
，

陸
域

の
ジ

ュ
ラ

・
白

亜
系

境
界

の
広

域
対

比
と

国
際

深
海

掘
削

計
画

．
*松

岡
　

篤
・

黒
田

潤
一

郎
・

田
中

え
り

か
・

安
川

和
孝

第
1

会
場

（
C

h.
1）

R
13

．
沈

み
込

み
帯

・
陸

上
付

加
体

座
長

：
橋

本
善

孝
・

中
村

恭
之

・
坂

口
有

人

08
:00

　
 

R
13

-O
-1

秋
吉

石
灰

岩
周

辺
の

ペ
ル

ム
紀

付
加

体
の

地
質

構
造

と
付

加
モ

デ
ル

．
*脇

田
浩

二
・

辻
　

智
大

・
亀

高
正

男
08

:15
　

 
R

13
-O

-2
固

結
砂

岩
中

に
お

け
る

粒
子

溶
解

を
伴

う
流

体
移

動
．

*宮
原

拓
己

・
坂

口
有

人
08

:30
　

 
R

13
-O

-3
足

摺
花

崗
岩

体
周

辺
地

域
の

被
熱

構
造

と
熱

物
性

．
*西

沢
志

穂
・

大
森

康
智

・
林

　
為

人
・

千
代

延
俊

・
山

本
由

弦
08

:45
　

 
R

13
-O

-4
房

総
半

島
東

部
に

分
布

す
る

第
四

紀
堆

積
岩

の
圧

密
異

方
性

．
*宮

崎
裕

博
・

神
谷

奈
々

・
林

　
為

人
09

:00
 

　
R

13
-O

-5
海

山
表

面
の

摩
擦

条
件

が
付

加
体

変
形

過
程

に
与

え
る

影
響

と
天

然
へ

の
応

用
．

*大
熊

祐
一

・
野

田
　

篤
・

高
下

裕
章

・
山

田
泰

広
・

山
口

飛
鳥

・
芦

寿
一

郎
09

:15
　

 
R

13
-O

-6
南

海
前

弧
海

盆
の

分
水

嶺
 -紀

伊
半

島
沖

隆
起

帯
の

成
因

と
南

海
地

震
発

生
帯

の
分

割
-．

*木
村

　
学

・
中

村
恭

之
・

白
石

和
也

・
藤

江
　

剛
・

辻
　

健
・

福
地

里
菜

・
山

口
飛

鳥
09

:30
（

休
憩

）
09

:45
　

 
R

13
-O

-7
（

招
待

講
演

）
Pr

op
os

al
 t

o 
IO

D
: D

ri
lli

ng
 a

nd
 m

on
ito

ri
ng

 i
n 

H
yu

ga
-N

ad
a 

to
 

un
va

il 
eff

ec
ts

 o
f 

rid
ge

 s
ub

du
ct

io
n 

on
 s

lo
w

 e
ar

th
qu

ak
es

．
*仲

田
理

映
・

木
下

正
高

・
橋

本
善

孝
・

濱
田

洋
平

10
:15

　
 

R
13

-O
-8

（
招

待
講

演
）

IO
D

P沖
縄

ト
ラ

フ
南

部
掘

削
計

画
の

紹
介

．
*大

坪
　

誠
・

沖
縄

ト
ラ

フ
掘

削
計

画
提

案
者

一
同

10
:45

　
 

R
13

-O
-9

石
垣

島
北

方
沖

沖
縄

ト
ラ

フ
南

部
の

海
底

地
形

と
地

質
構

造
．

*三
澤

文
慶

・
新

井
隆

太
・

佐
藤

雅
彦

・
石

野
沙

季
・

高
下

裕
章

・
大

坪
　

誠
・

K
H

-2
1-

3乗
船

研
究

者
一

同
11

:00
　

 
R

13
-O

-1
0

南
部

沖
縄

ト
ラ

フ
八

重
山

リ
フ

ト
南

部
の

熱
流

量
の

特
徴

．
*木

下
正

高
・

三
澤

文
慶

・
新

井
隆

太
・

大
坪

　
誠

・
K

H
-2

1-
3研

究
者

一
同

11
:15

 
　

R
13

-O
-1

1
K

H
-2

1-
3航

海
の

コ
ア

試
料

と
数

値
実

験
を

用
い

た
南

部
沖

縄
ト

ラ
フ

に
堆

積
す

る
タ

ー
ビ

ダ
イ

ト
の

特
徴

の
解

明
．

*蔡
　

之
榕

・
成

瀬
　

元
・

池
原

　
研

・
K

H
-2

1-
3乗

船
研

究
者

一
同

11
:30

（
休

憩
）
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（ 13 ）

日
本
地
質
学
会
第
12
8
年
学
術
大
会
（
20
21
名
古
屋
大
会
）
講
演
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
口
頭
）

※
講
演
番
号
は
，
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
S）
，
ト
ピ
ッ
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
T
），
レ
ギ
ュ
ラ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
R）
の
そ
れ
ぞ
れ
に
，
ポ
ス
タ
ー
（
P）
/
口
頭
（
O
）
の
記
号
と
各
セ
ッ
シ
ョ
ン
内
で
の
通
し
番
号
を
付
与
し
て
い
ま
す
．

※
太
字
氏
名
：
代
表
発
表
者
，（
招
待
）：
招
待
講
演
，（
エ
ン
ト
リ
ー
）：
優
秀
ポ
ス
タ
ー
賞
エ
ン
ト
リ
ー
講
演

会
場

8：
00

■
9

月
6

日
（

月
）

午
前

第
4

会
場

（
C

h.
4）

T5
.文

化
地

質
学

座
長

：
川

村
教

一
・

梅
田

真
樹

・
鈴

木
寿

志
・

大
友

幸
子

08
:30

 
T5

-O
-1

（
招

待
講

演
）

秋
田

県
北

部
の

縄
文

環
状

列
石

の
地

学
．

*藤
本

幸
雄

09
:00

 
T5

-O
-2

（
招

待
講

演
）

山
形

県
最

上
町

の
材

木
遺

跡
か

ら
採

集
さ

れ
る

緑
色

の
石

英
に

つ
い

て
．

 
*三

澤
裕

之
09

:30
 

　
T5

-O
-3

最
上

町
材

木
遺

跡
の

緑
色

石
英

の
顕

微
鏡

観
察

．
*大

友
幸

子
・

三
澤

裕
之

09
:45

（
休

憩
）

10
:00

 
　

T5
-O

-4
兵

庫
県

朝
来

市
山

東
町

の
寿

賀
神

社
に

あ
る

石
燈

籠
の

豊
島

石
と

の
対

比
可

能
性

．
*川

村
教

一
10

:15
 

　
T5

-O
-5

土
石

流
が

も
た

ら
し

た
ブ

ラ
ン

ド
石

材
：

御
影

石
（

六
甲

花
崗

岩
）

．
*先

山
　

徹
10

:30
 

　
T5

-O
-6

熊
野

酸
性

岩
類

分
布

域
に

お
け

る
水

力
発

電
所

の
立

地
と

地
質

．
*後

　
誠

介

R
21

．
第

四
紀

地
質

座
長

：
竹

下
欣

宏

11
:00

 
R

21
-O

-1
奈

良
東

縁
断

層
帯

調
査

に
お

け
る

奈
良

市
三

条
本

町
N

B-
1ボ

ー
リ

ン
グ

コ
ア

の
概

要
．

*三
田

村
宗

樹
・

高
橋

春
菜

・
岩

田
知

孝
11

:15
 

　
R

21
-O

-2
千

葉
県

北
西

部
に

お
け

る
更

新
統

下
総

層
群

上
泉

層
下

部
に

挟
在

す
る

火
山

ガ
ラ

ス
に

富
む

火
山

灰
と

阿
多

鳥
浜

テ
フ

ラ
と

の
対

比
．

*吉
田

　
剛

・
伊

藤
直

人
・

伴
　

雅
雄

・
風

岡
　

修
11

:30
 

　
R

21
-O

-3
福

島
県

猪
苗

代
湖

の
湖

底
堆

積
物

に
挟

ま
る

イ
ベ

ン
ト

層
か

ら
み

た
過

去
1

万
30

00
年

間
の

安
達

太
良

山
の

小
規

模
噴

火
の

頻
度

．
*長

橋
良

隆
・

片
岡

香
子

（
7

-1
5

）
_

�
ロ

�
ラ

ム
2

.in
dd

   
1

3
（

7
-1

5
）

_
�

ロ
�

ラ
ム

2
.in

dd
   

1
3

2
0

2
1

/0
7

/3
0

   
1

2
:0

8
2

0
2

1
/0

7
/3

0
   

1
2

:0
8



（ 14 ）

日
本
地
質
学
会
第
12
8
年
学
術
大
会
（
20
21
名
古
屋
大
会
）
講
演
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
口
頭
）

※
講
演
番
号
は
，
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
S）
，
ト
ピ
ッ
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
T
），
レ
ギ
ュ
ラ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
R）
の
そ
れ
ぞ
れ
に
，
ポ
ス
タ
ー
（
P）
/
口
頭
（
O
）
の
記
号
と
各
セ
ッ
シ
ョ
ン
内
で
の
通
し
番
号
を
付
与
し
て
い
ま
す
．

※
太
字
氏
名
：
代
表
発
表
者
，（
招
待
）：
招
待
講
演
，（
エ
ン
ト
リ
ー
）：
優
秀
ポ
ス
タ
ー
賞
エ
ン
ト
リ
ー
講
演

会
場

13
：

00

第
2

会
場

（
C

h.
2）

R
24

．
鉱

物
資

源
と

地
球

物
質

循
環

座
長

：
中

村
謙

太
郎

・
見

邨
和

英

13
:00

 
　

R
24

-O
-1

（
招

待
講

演
）

レ
ー

ザ
ー

質
量

分
析

計
が

切
り

拓
く

地
質

学
研

究
の

新
展

開
 –

最
近

5年
間

の
分

析
技

術
の

ブ
レ

ー
ク

ス
ル

ー
を

例
に

–．
*平

田
岳

史
13

:30
 

　
R

24
-O

-2
有

機
物

に
富

む
堆

積
物

試
料

の
簡

便
か

つ
迅

速
な

Re
-O

s同
位

体
分

析
手

法
の

開
発

．
*矢

野
萌

生
・

大
田

隼
一

郎
・

野
崎

達
生

・
加

藤
泰

浩
13

:45
　

 
R

24
-O

-3
深

層
学

習
に

よ
る

イ
ク

チ
オ

リ
ス

微
化

石
自

動
検

出
技

術
の

検
討

：
レ

ア
ア

ー
ス

泥
の

堆
積

年
代

制
約

に
向

け
て

．
*見

邨
和

英
・

三
鍋

秀
悟

・
中

村
謙

太
郎

・
大

田
隼

一
郎

・
安

川
和

孝
・

藤
永

公
一

郎
・

高
尾

和
宏

・
加

藤
泰

浩
14

:00
　

 
R

24
-O

-4
堆

積
物

密
度

に
よ

る
遠

洋
性

粘
土

中
の

レ
ア

ア
ー

ス
濃

集
の

検
出

と
そ

の
古

環
境

学
的

意
義

．
*臼

井
洋

一
・

安
川

和
孝

・
飯

島
耕

一
・

町
山

栄
章

・
市

山
祐

司
・

田
中

え
り

か
・

藤
永

公
一

郎
14

:15
（

休
憩

）
14

:30
　

 
R

24
-O

-5
日

本
列

島
付

加
体

中
の

レ
ア

ア
ー

ス
泥

：
安

芸
ア

ン
バ

ー
鉱

床
か

ら
復

元
し

た
中

期
白

亜
紀

の
海

水
O

s同
位

体
組

成
．

*藤
永

公
一

郎
・

中
村

謙
太

郎
・

大
田

隼
一

郎
・

矢
野

萌
生

・
桑

原
佑

典
・

安
川

和
孝

・
高

谷
雄

太
郎

・
中

山
　

健
・

野
崎

達
生

・
加

藤
泰

浩
14

:45
　

 
R

24
-O

-6
南

鳥
島

レ
ア

ア
ー

ス
泥

に
含

ま
れ

る
マ

イ
ク

ロ
マ

ン
ガ

ン
ノ

ジ
ュ

ー
ル

の
地

球
化

学
的

特
徴

と
レ

ア
メ

タ
ル

資
源

ポ
テ

ン
シ

ャ
ル

．
*安

川
和

孝
・

木
野

聡
志

・
浅

見
慶

志
朗

・
田

中
え

り
か

・
見

邨
和

英
・

大
田

隼
一

郎
・

藤
永

公
一

郎
・

中
村

謙
太

郎
・

加
藤

泰
浩

15
:00

　
 

R
24

-O
-7

南
鳥

島
マ

ン
ガ

ン
ノ

ジ
ュ

ー
ル

の
核

の
地

球
化

学
的

特
徴

．
*中

村
謙

太
郎

・
寺

内
大

貴
・

下
村

　
遼

・
町

田
嗣

樹
・

安
川

和
孝

・
藤

永
公

一
郎

・
加

藤
泰

浩
15

:15
 

　
R

24
-O

-8
南

鳥
島

マ
ン

ガ
ン

ノ
ジ

ュ
ー

ル
の

O
s同

位
体

比
に

基
づ

く
高

解
像

度
年

代
決

定
．

*青
柳

颯
汰

・
大

田
隼

一
郎

・
浅

見
慶

志
朗

・
中

村
謙

太
郎

・
安

川
和

孝
・

野
崎

達
生

・
町

田
嗣

樹
・

木
村

純
一

・
加

藤
泰

浩

第
1

会
場

（
C

h.
1）

R
14

．
テ

ク
ト

ニ
ク

ス
座

長
：

山
口

飛
鳥

・
宮

川
歩

夢
・

福
地

里
菜

13
:00

 
　

R
14

-O
-1

津
軽

半
島

周
辺

の
震

源
断

層
．

*佐
藤

比
呂

志
・

石
山

達
也

・
斎

藤
秀

雄
・

中
田

守
・

加
藤

直
子

・
阿

部
進

13
:15

 
　

R
14

-O
-2

新
生

代
の

２
回

の
回

転
運

動
を

記
録

し
た

西
南

日
本

の
古

地
磁

気
極

移
動

曲
線

．
*宇

野
康

司
・

井
手

原
佑

太
・

森
田

大
智

・
古

川
邦

之
13

:30
 

　
R

14
-O

-3
（

招
待

講
演

）
長

野
県

南
部

赤
石

山
地

の
白

亜
紀

―
古

第
三

紀
テ

ク
ト

ニ
ク

ス
．

*中
村

佳
博

・
宮

崎
一

博
・

高
橋

　
浩

14
:00

 
　

R
14

-O
-4

（
招

待
講

演
）

紀
伊

半
島

中
央

部
，

白
亜

紀
沈

み
込

み
メ

ガ
コ

ン
プ

レ
ッ

ク
ス

を
対

象
と

し
た

地
質

学
的

研
究

：
プ

レ
ー

ト
収

束
型

テ
ク

ト
ニ

ク
ス

の
解

明
に

向
け

て
．

*志
村

侑
亮

・
常

盤
哲

也
・

竹
内

　
誠

14
:30

（
休

憩
）

14
:45

 
　

R
14

-O
-5

方
解

石
双

晶
の

三
次

元
方

向
デ

ー
タ

の
応

力
解

析
：

精
度

・
分

解
能

・
古

深
度

．
*山

路
　

敦
・

若
森

　
奎

15
:00

 
　

R
14

-O
-6

方
解

石
の

機
械

的
双

晶
に

よ
る

差
応

力
と

埋
没

深
度

の
推

定
．

*若
森

　
奎

・
山

路
　

敦
15

:15
 

　
R

14
-O

-7
山

口
県

北
東

部
，

長
門

峡
断

層
の

ト
レ

ン
チ

調
査

（
そ

の
1）

：
ト

レ
ン

チ
壁

面
観

察
結

果
．

相
山

光
太

郎
・

福
地

　
亮

・
*飯

田
高

弘
15

:30
 

　
R

14
-O

-8
山

口
県

北
東

部
，

長
門

峡
断

層
の

ト
レ

ン
チ

調
査

（
そ

の
2）

：
断

層
面

の
SE

M
・

ST
EM

観
察

．
*相

山
光

太
郎

・
平

野
公

平

第
3

会
場

（
C

h.
3）

R
8．

海
洋

地
質

座
長

：
鈴

木
克

明
・

小
原

泰
彦

13
:00

 
　

R
8-

O
-1

石
灰

質
ナ

ノ
化

石
群

集
に

基
づ

く
北

西
太

平
洋

海
域

の
前

期
更

新
世

表
層

海
水

温
の

復
元

．
*桑

野
太

輔
・

亀
尾

浩
司

・
久

保
田

好
美

・
宇

都
宮

正
志

・
万

徳
佳

菜
子

・
岡

田
誠

13
:15

 
　

R
8-

O
-2

日
本

海
に

お
け

る
中

新
世

後
期

の
地

球
寒

冷
化

と
日

本
海

形
成

に
伴

う
ア

ジ
ア

モ
ン

ス
ー

ン
と

栄
養

塩
循

環
の

変
化

．
*松

崎
賢

史
・

池
田

昌
之

・
多

田
隆

治
13

:30
 

　
R

8-
O

-3
日

本
海

南
部

に
お

け
る

66
 k

a以
降

の
全

有
機

炭
素

濃
度

・
同

位
体

比
変

動
．

*石
田

直
人

・
瀬

戸
浩

二
・

秋
葉

文
雄

・
松

本
　

良
13

:45
 

　
R

8-
O

-4
沖

縄
島

，
残

波
岬

北
東

沖
で

採
取

さ
れ

た
モ

モ
イ

ロ
サ

ン
ゴ

遺
骸

の
14

C
年

代
と

そ
の

地
質

学
的

意
義

．
*公

文
富

士
夫

・
徳

山
英

一
・

奥
村

知
世

・
新

井
政

良
・

荒
井

晃
作

14
:00

 
　

R
8-

O
-5

浦
ノ

内
湾

か
ら

採
取

さ
れ

た
海

洋
コ

ア
の

イ
ベ

ン
ト

堆
積

物
の

形
成

要
因

は
何

か
？

*村
山

雅
史

・
谷

川
　

亘
・

井
尻

　
暁

・
星

野
辰

彦
・

廣
瀬

丈
洋

・
捫

垣
勝

哉
・

新
井

和
乃

・
近

藤
康

生
・

浦
本

豪
一

郎
・

尾
嵜

大
真

・
米

田
　

穣
14

:15
（

休
憩

）
14

:30
 

R
8-

O
-6

東
南

極
リ

ュ
ツ

ォ
ホ

ル
ム

湾
海

底
堆

積
物

か
ら

復
元

し
た

最
終

氷
期

以
降

の
氷

床
後

退
過

程
．

*菅
沼

悠
介

・
羽

田
裕

貴
・

板
木

拓
也

・
石

輪
健

樹
・

藤
井

昌
和

・
加

藤
悠

爾
・

大
森

貴
之

・
天

野
敦

子
・

岩
井

雅
夫

・
西

田
尚

央
・

草
原

和
弥

・
平

野
大

輔
・

関
宰

・
香

月
興

太
・

川
又

基
人

・
松

井
浩

紀
・

奥
野

淳
一

・
池

原
　

実
・

三
浦

英
樹

14
:45

 
　

R
8-

O
-7

堆
積

物
の

熱
履

歴
解

析
に

よ
る

種
子

島
沖

泥
火

山
群

の
噴

出
機

構
の

解
明

．
*瀬

戸
口

亮
眞

・
井

尻
　

暁
・

山
形

武
靖

・
松

崎
浩

之
・

萩
野

恭
子

・
濱

田
洋

平
・

多
田

井
　

修
・

谷
川

　
亘

・
芦

寿
一

郎
・

村
山

雅
史

15
:00

 
　

R
8-

O
-8

東
北

沖
プ

チ
ス

ポ
ッ

ト
火

山
領

域
を

対
象

と
し

た
Y

K
20

-1
4S

/Y
K

21
-0

7S
次

航
海

レ
ポ

ー
ト

．
*秋

澤
紀

克
・

平
野

直
人

・
町

田
嗣

樹
・

石
川

　
晃

・
下

田
　

玄
・

安
川

和
孝

・
松

崎
賢

史
・

田
村

千
織

・
金

子
純

二
・

乗
船

者
一

同
15

:15
 

　
R

8-
O

-9
無

人
探

査
機

用
コ

ア
リ

ン
グ

装
置

に
よ

り
採

取
さ

れ
た

定
方

位
試

料
の

古
地

磁
気

か
ら

推
定

さ
れ

た
フ

ィ
リ

ピ
ン

海
プ

レ
ー

ト
の

回
転

運
動

．
*山

崎
俊

嗣
・

千
代

延
俊

・
石

塚
　

治
・

田
島

史
郷

・
宇

都
巨

貴
・

高
川

真
一

■
9

月
6

日
（

月
）

午
後

（
7

-1
5

）
_

�
ロ

�
ラ

ム
2

.in
dd

   
1

4
（

7
-1

5
）

_
�

ロ
�

ラ
ム

2
.in

dd
   

1
4

2
0

2
1

/0
7

/3
0

   
1

2
:0

8
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（ 15 ）

日
本
地
質
学
会
第
12
8
年
学
術
大
会
（
20
21
名
古
屋
大
会
）
講
演
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
口
頭
）

※
講
演
番
号
は
，
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
S）
，
ト
ピ
ッ
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
T
），
レ
ギ
ュ
ラ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
R）
の
そ
れ
ぞ
れ
に
，
ポ
ス
タ
ー
（
P）
/
口
頭
（
O
）
の
記
号
と
各
セ
ッ
シ
ョ
ン
内
で
の
通
し
番
号
を
付
与
し
て
い
ま
す
．

※
太
字
氏
名
：
代
表
発
表
者
，（
招
待
）：
招
待
講
演
，（
エ
ン
ト
リ
ー
）：
優
秀
ポ
ス
タ
ー
賞
エ
ン
ト
リ
ー
講
演

会
場

13
：

00

■
9

月
6

日
（

月
）

午
後

第
4

会
場

（
C

h.
4）

R
17

．
情

報
地

質
と

そ
の

利
活

用
座

長
：

能
美

洋
介

13
:00

 
　

R
17

-O
-1

深
層

学
習

を
用

い
た

傾
斜

方
位

と
傾

斜
量

に
基

づ
く

D
E

M
の

超
解

像
．

 
*升

本
眞

二
・

水
落

啓
太

・
野

々
垣

進
・

根
本

達
也

13
:15

 
　

R
17

-O
-2

機
械

学
習

を
用

い
た

地
盤

の
特

徴
量

に
基

づ
く

地
層

対
比

手
法

の
検

討
．

 
*野

々
垣

進
・

升
本

眞
二

・
根

本
達

也
13

:30
 

　
R

17
-O

-3
20

万
分

の
1日

本
シ

ー
ム

レ
ス

地
質

図
V

2の
凡

例
簡

略
化

の
試

み
．

*斎
藤

　
眞

13
:45

 
　

R
17

-O
-4

地
質

情
報

A
Rア

プ
リ

「
ジ

オ
・

ビ
ュ

ー
」

の
開

発
．

*宮
地

良
典

・
野

々
垣

進
・

藤
原

治
・

渡
辺

真
人

T6
.災

害
多

発
時

代
に

お
け

る
学

術
資

料
・

標
本

散
逸

問
題

―
大

学
・

博
物

館
は

何
を

す
べ

き
か

−
座

長
：

堀
　

利
栄

・
小

宮
　

剛

14
:15

 
　

T6
-O

-1
（

招
待

講
演

）
自

然
史

標
本

と
自

然
史

博
物

館
に

つ
い

て
考

え
て

い
る

こ
と

3つ
．

*大
路

樹
生

14
:45

 
　

T6
-O

-2
古

生
物

標
本

を
研

究
に

活
か

す
た

め
の

方
策

．
*佐

々
木

猛
智

15
:00

 
　

T6
-O

-3
香

川
大

学
博

物
館

の
紹

介
と

大
学

博
物

館
が

抱
え

る
問

題
点

．
*寺

林
　

優
15

:15
 

　
T6

-O
-4

学
術

標
本

散
逸

・
共

有
問

題
と

国
内

外
の

動
向

．
*堀

　
利

栄
15

:30
 

　
T6

-O
-5

大
型

研
究

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
20

20
『

地
球

惑
星

研
究

資
料

の
ア

ー
カ

イ
ブ

化
と

キ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
シ

ス
テ

ム
の

構
築

』
の

申
請

内
容

と
次

期
申

請
に

向
け

て
．

*小
宮

　
剛

（
7

-1
5

）
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�
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�
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